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第
61
回
下
水
道
研
究
発
表
会
を
振
り
返
る

　

１
、
研
究
に
着
手
し
た
背
景

と
研
究
の
内
容
・
概
要

　

下
水
道
事
業
の
持
続
的
な
運

営
の
観
点
か
ら
、
下
水
処
理
場

の
統
廃
合
・
広
域
化
を
計
画
す

る
自
治
体
が
増
加
し
て
お
り
、

自
治
体
の
基
幹
下
水
処
理
場
へ

の
流
入
水
量
が
増
加
す
る
為
、

流
入
水
量
の
増
加
に
対
応
可
能

な
水
処
理
技
術
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

水
量
増
加
へ
の
対
応
に
は
２

つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
１
つ

は
従
来
の
標
準
活
性
汚
泥
施
設

を
増
設
す
る
方
法
、
も
う
１
つ

は
既
設
の
標
準
活
性
汚
泥
法
の

処
理
能
力
を
増
強
す
る
方
法
で

す
。
標
準
法
の
２
系
列
に
つ
い

て
処
理
能
力
を
１
・
５
倍
に
増

強
す
る
場
合
、
計
算
上
は
標
準

活
性
汚
泥
法
の
１
系
列
を
新
設

す
る
こ
と
と
同
等
の
能
力
を
発

揮
し
、
本
来
系
列
の
増
設
に
か

か
る
費
用
を
大
幅
に
削
減
で
き

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
年
間
を
通
し
て
標

準
法
の
１
・
５
倍
の
水
量
の
処

理
が
可
能
か
否
か
を
検
証
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
パ
イ
ロ
ッ

ト
プ
ラ
ン
ト
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

槽
の
構
成
と
し
て
は
活
性
汚

泥
系
列
４
槽
を
固
定
槽
、
浮
遊

槽
１
槽
、
２
槽
、
３
槽
に
区
切

り
ま
す
。
固
定
槽
に
生
物
膜
処

理
が
可
能
な
接
触
材
を
充
填

し
、
原
水
と
な
る
初
沈
越
流
水

は
固
定
槽
と
浮
遊
槽
２
槽
目
に

流
入
さ
せ
ま
す
。

　

今
回
の
発
表
で
は
、
処
理
能

力
の
低
下
が
想
定
さ
れ
る
低
水

温
期
も
含
む
年
間
を
通
し
た
実

証
実
験
の
概
要
と
そ
の
成
果
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

２
、
取
り
組
み
の
成
果
や
強

調
し
た
い
点

　

実
証
実
験
で
は
標
準
活
性
汚

泥
法
の
１
・
５
倍
水
量
を
想
定

し
た
規
模
で
の
定
量
・
変
動
運

転
を
実
施
し
、
年
間
を
通
し
て

設
定
し
た
水
質
目
標
値
を
満
足

で
き
る
か
検
証
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
実
証
実
験
で

取
得
し
た
数
値
は
年
間
を
通
し

て
定
量
・
変
動
運
転
共
に
水
質

年
間
を
通
し
て
水
質
目
標
値
を
満
足

目
標
値
で
あ
る
Ｓ
Ｓ
、
Ｂ
Ｏ

Ｄ:

10
㎎
／
Ｌ
以
下
を
満
足
し

ま
し
た
。
ま
た
、
処
理
水
で
の

Ｎ
Ｈ
４

―
Ｎ
は
２
・
０
㎎
／
Ｌ

を
超
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

低
水
温
期
・
水
量
変
動
運
転

期
間
の
平
均
水
質
に
つ
い
て

も
、
シ
ス
テ
ム
全
体
で
流
入
す

る
Ｓ
―
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
96
％
が
低
減

さ
れ
、
Ｎ
Ｈ

４

―
Ｎ
は
99
％
低

減
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
シ

ス
テ
ム
が
消
化
反
応
を
促
進

し
、
流
入
す
る
Ｎ
Ｈ
４

―
Ｎ
の

約
23
％
を
窒
素
ガ
ス
と
し
て
系

外
に
排
出
す
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

３
、
今
後
の
事
業
展
開
、
抱

負
に
つ
い
て

　

実
証
実
験
は
今
年
度
で
終
了

し
ま
す
。
今
後
は
新
た
な
シ
ス

テ
ム
を
作
る
こ
と
な
く
、
既
設

施
設
の
改
造
に
て
水
量
１
・
５

倍
量
を
処
理
す
る
こ
と
が
可
能

な
「
能
力
増
強
型
水
処
理
シ
ス

テ
ム
」
の
実
装
置
で
の
検
証
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
水
処
理
技
術
の
向
上
と
発

展
に
資
す
る
研
究
開
発
を
通
し

て
、
統
廃
合
や
広
域
化
を
は
じ

め
と
し
た
下
水
道
事
業
を
取
り

巻
く
課
題
解
決
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
。

能

力

増

強

型

水

処

理

シ

能

力

増

強

型

水

処

理

シ

ス

テ

ム

に

お

け

る

低

水

ス

テ

ム

に

お

け

る

低

水

温

期

の

硝

化

の

安

定

化

温

期

の

硝

化

の

安

定

化

Ｎ―８―１―４

中
谷　

輝

中
谷　

輝

荏
原
実
業

荏
原
実
業

　

１
、
研
究
に
着
手
し
た
背
景

と
研
究
の
内
容
・
概
要

　

下
水
処
理
場
に
お
い
て
、
活

性
汚
泥
法
の
反
応
タ
ン
ク
は
一

般
的
に
４
～
６
㍍
の
水
深
が
標

準
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
都
市
部
な
ど
の
狭
隘
な
環

境
で
は
、
よ
り
深
い
タ
ン
ク
を

使
用
す
る
深
槽
式
反
応
タ
ン
ク

が
採
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
技
術

は
、
よ
り
少
な
い
ス
ペ
ー
ス
で

効
率
的
な
処
理
が
可
能
で
あ
る

一
方
、
従
来
の
「
深
槽
旋
回
流

式
」
に
お
い
て
は
酸
素
移
動
効

率
が
低
く
、
省
エ
ネ
性
に
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
深

槽
式
反
応
タ
ン
ク
の
酸
素
移
動

効
率
を
向
上
さ
せ
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
を
図
る
た
め
に
「
省
エ

ネ
型
深
槽
曝
気
技
術
」
を
開
発

し
ま
し
た
。

　

本
技
術
で
は
、
深
槽
式
反
応

タ
ン
ク
の
底
部
に
散
気
装
置
を

設
置
し
、
高
効
率
の
ス
ク
リ
ュ

ブ
ロ
ワ
を
用
い
て
高
圧
送
気
を

行
う
こ
と
で
、
酸
素
移
動
効
率

を
高
め
ま
す
。
本
研
究
は
、
２

０
２
３
年
９
月
に
開
始
し
、
現

在
も
実
証
実
験
中
で
あ
り
、
そ

の
過
程
で
の
電
力
削
減
効
果
や

処
理
性
能
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

　

２
、
取
り
組
み
の
成
果
や
特

に
強
調
し
た
い
点

　

本
技
術
の
実
証
実
験
に
お
い

て
、
消
費
電
力
量
の
削
減
効
果

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
深
槽
式
反
応
タ
ン
ク
の

散
気
水
深
を
従
来
の
５
㍍
か
ら

11
・
５
㍍
に
変
更
し
、
散
気
方

式
を
全
面
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
式

に
改
良
す
る
こ
と
で
、
送
気
量

を
約
37
％
削
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
消
費

電
力
量
原
単
位
が
対
照
系
と
比

較
し
て
約
12
％
削
減
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
処
理
水
質
も
良
好

で
あ
り
、
従
来
技
術
と
同
等
の

性
能
を
維
持
し
な
が
ら
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
を
達
成
し
た
点
が

大
き
な
成
果
で
す
。

　

さ
ら
に
、
実
証
系
で
は
水
深

消
費
電
力
量
の
削
減
効
果
を
確
認

方
向
で
均
一
な
Ｄ
Ｏ
（
溶
存
酸

素
）
濃
度
が
確
認
さ
れ
、
曝
気

効
率
の
向
上
が
証
明
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
技
術
は
、
狭
隘
な
環

境
で
の
下
水
処
理
に
お
い
て
、

よ
り
効
率
的
で
環
境
負
荷
の
少

な
い
処
理
を
実
現
す
る
可
能
性

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

３
、
今
後
の
事
業
展
開
や
抱

負
に
つ
い
て

　

今
後
、
本
技
術
の
実
用
化
に

向
け
て
、
長
期
的
な
デ
ー
タ
収

集
と
設
計
手
法
の
一
般
化
を
進

め
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｏ

一
定
制
御
の
導
入
や
、
実
証
系

と
対
照
系
の
Ｄ
Ｏ
分
布
を
考
慮

し
た
目
標
値
の
見
直
し
に
よ

り
、
さ
ら
に
消
費
電
力
の
削
減

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
今
回

の
技
術
は
日
本
国
内
の
み
な
ら

ず
、
海
外
の
下
水
処
理
場
で
も

応
用
可
能
な
技
術
と
し
て
、
広

く
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

本
技
術
の
実
用
化
に
よ
り
、

下
水
処
理
場
の
運
用
コ
ス
ト
削

減
や
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
貢

献
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
人
口
密
集
地
や
都
市
部

に
お
け
る
下
水
処
理
の
効
率
化

を
図
り
、
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

省
エ
ネ
型
深
槽
曝
気
技
術
の

省
エ
ネ
型
深
槽
曝
気
技
術
の

電

力

削

減

効

果

等

の

実

証

電

力

削

減

効

果

等

の

実

証

Ｎ―８―５―５

中
町
中
町  

和
雄
和
雄

前
澤
工
業

前
澤
工
業

　

１
、
研
究
に
着
手
し
た
背
景

と
研
究
内
容
・
概
要

　

現
在
、
国
内
下
水
道
分
野
に

お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
達
成
の
た
め
に
、
下
水
処
理

の
省
エ
ネ
化
が
重
要
な
施
策
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
が

推
進
す
る
下
水
処
理
場
の
広
域

化
・
共
同
化
に
伴
い
流
入
下
水

量
が
増
加
し
処
理
能
力
が
不
足

す
る
施
設
が
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背

景
か
ら
、
下
水
処
理
の
省
エ
ネ

化
と
能
力
増
強
を
実
現
す
る
技

術
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

回
転
繊
維
ユ
ニ
ッ
ト
Ｒ
Ｂ
Ｃ

は
、
立
体
網
目
状
構
造
の
回
転

繊
維
体
を
用
い
る
処
理
装
置
で

す
。
網
目
状
構
造
を
有
す
る
繊

維
体
に
よ
り
、
大
量
の
微
生
物

を
付
着
・
保
持
し
高
負
荷
運
転

を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
繊
維
体
表
面
は
好

気
状
態
で
有
機
物
酸
化
を
行
う

と
と
も
に
、
下
水
中
の
浮
遊
性

物
質
を
捕
捉
、
短
い
Ｈ
Ｒ
Ｔ
で

前
処
理
を
行
う
こ
と
を
可
能
と

し
ま
す
。
本
技
術
は
従
来
の
回

転
生
物
接
触
法
と
は
異
な
り
、

反
応
タ
ン
ク
の
前
処
理
設
備
と

し
て
用
い
る
こ
と
で
反
応
タ
ン

ク
に
流
入
す
る
汚
濁
負
荷
を
低

減
し
、
曝
気
に
要
す
る
動
力
の

削
減
と
処
理
能
力
の
増
強
を
図

る
新
た
な
水
処
理
技
術
に
な
り

ま
す
。

　

当
社
で
は
、
消
費
電
力
量
原

単
位
が
大
き
く
、
国
内
で
最
も

多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｄ
法

と
組
み
合
わ
せ
た
「
回
転
繊
維

ユ
ニ
ッ
ト
Ｒ
Ｂ
Ｃ
―
Ｏ
Ｄ
法
」

の
開
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
、
取
り
組
み
の
成
果
や
特

に
強
調
し
た
い
点

　

実
規
模
の
実
証
試
験
で
は
、

回
転
繊
維
ユ
ニ
ッ
ト
Ｒ
Ｂ
Ｃ
の

前
後
で
Ｔ
―
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が
平
均

67
％
低
減
す
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
同
様
に
、
Ｔ
―
Ｎ
は

平
均
22
％
低
減
で
き
ま
し
た
。

こ
の
時
、
同
装
置
に
お
け
る
Ｈ

Ｒ
Ｔ
は
15
分
で
あ
り
、
短
時
間

で
の
Ｔ
―
Ｂ
Ｏ
Ｄ
と
Ｔ
―
Ｎ
の

同
時
除
去
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
同
装
置
か
ら
流

出
す
る
返
送
汚
泥
に
下
水
中
の

一
部
の
有
機
物
が
吸
着
し
、
そ

の
状
態
で
後
段
の
反
応
タ
ン
ク

へ
流
入
し
て
い
る
可
能
性
か

ら
、
回
転
繊
維
ユ
ニ
ッ
ト
Ｒ
Ｂ

Ｃ
に
よ
る
実
際
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
除
去

Ｔ
―
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が
平
均
67
％
低
減

率
は
約
50
％
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

通
年
で
実
証
試
験
を
行
っ
た

施
設
の
処
理
系
列
で
は
１
―
１

系
、
１
―
２
系
２
つ
の
反
応
タ

ン
ク
が
稼
働
し
て
い
ま
し
た

が
、
前
段
に
回
転
繊
維
ユ
ニ
ッ

ト
Ｒ
Ｂ
Ｃ
を
設
置
す
る
こ
と
で

１
つ
の
反
応
タ
ン
ク
を
停
止
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

時
、
対
照
系
列
と
位
置
付
け
た

２
系
と
比
較
す
る
と
約
２
倍
の

Ｂ
Ｏ
Ｄ
―
Ｓ
Ｓ
負
荷
で
の
運
転

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
既
存

の
施
設
能
力
と
比
較
す
る
と
、

平
均
２
倍
の
流
量
、
及
び
平
均

１
・
７
倍
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
負
荷
を
処

理
し
ま
し
た
。
ま
た
、
反
応
タ

ン
ク
で
稼
働
す
る
曝
気
装
置
の

数
が
半
数
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
曝
気
に
要
す
る
消
費
電
力

量
原
単
位
が
平
均
33
％
削
減
さ

れ
ま
し
た
。

　

３
、
今
後
の
事
業
展
開
・
抱

負
に
つ
い
て

　

日
本
下
水
道
事
業
団
の
新
技

術
導
入
制
度
を
活
用
し
、
本
技

術
を
新
技
術
Ⅰ
類
に
登
録
す
る

こ
と
が
直
近
の
目
標
で
す
。
将

来
的
に
は
、
災
害
時
の
対
策
と

し
て
本
技
術
を
活
用
し
た
可
搬

式
汚
水
処
理
設
備
を
開
発
し
、

持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

回
転
繊
維
ユ
ニ
ッ
ト
Ｒ
Ｂ
Ｃ

回
転
繊
維
ユ
ニ
ッ
ト
Ｒ
Ｂ
Ｃ

―

Ｏ

Ｄ

法

に

よ

る

処

理

能

―

Ｏ

Ｄ

法

に

よ

る

処

理

能

力

増

強

効

果

の

長

期

実

証

力

増

強

効

果

の

長

期

実

証

Ｎ―８―７―２

柿
沼
柿
沼  

建
至
建
至

東
芝
イ
ン
フ
ラ
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ス
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ム
ズ

東
芝
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
ズ

　

１
、
研
究
に
着
手
し
た
背
景

と
研
究
の
内
容
・
概
要

　

今
後
の
下
水
道
事
業
は
、
施

設
の
老
朽
化
対
策
を
主
眼
と
し

た
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か

ら
、
将
来
へ
の
持
続
と
進
化
に

向
け
た
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
の
事
業
運
営
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
老
朽
化

し
た
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
改
築

は
、
予
算
確
保
な
ど
が
困
難
な

こ
と
か
ら
、
十
分
に
は
行
わ
れ

て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
製
品
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
中
で
も
割
合

の
大
き
い
改
築
事
業
に
関
す
る

コ
ス
ト
に
お
い
て
、
２
０
２
４

年
６
月
に
（
公
財
）
日
本
下
水

道
新
技
術
機
構
よ
り
発
刊
さ
れ

た
「
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
実
践
に
向
け
た
次
世
代
型
マ

ン
ホ
ー
ル
蓋
技
術
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
に
示
さ
れ
た
性
能
を
有
す

る
次
世
代
型
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
Ｓ

Ｖ
と
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い

る
Ｊ
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｓ 

Ｇ
―
４
規
格

に
準
拠
し
た
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
で

の
改
築
費
用
の
比
較
に
よ
る
効

果
試
算
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
、
取
り
組
み
の
成
果
や
特

に
強
調
し
た
い
点

　

本
研
究
で
は
、
二
輪
車
の
ス

リ
ッ
プ
や
豪
雨
時
の
内
圧
の
発

生
、
腐
食
リ
ス
ク
の
高
い
高
負

荷
環
境
に
限
定
し
て
改
築
費
用

の
抑
制
効
果
を
算
出
し
ま
し

た
。
結
果
、
次
世
代
型
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
Ｓ
Ｖ
は
30
年
の
耐
久

性
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
高
負

荷
環
境
で
の
改
築
頻
度
を
抑
制

で
き
、
従
来
型
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

と
比
較
し
て
改
築
費
用
を
50
％

削
減
で
き
る
こ
と
が
確
認
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
世
代
型
マ
ン
ホ
ー

従
来
型
と
比
べ
改
築
費
用
を
50
％
削
減

ル
蓋
Ｓ
Ｖ
が
普
及
す
る
こ
と
に

よ
り
、
日
常
の
維
持
管
理
業
務

に
お
い
て
、
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の

不
具
合
発
生
の
抑
制
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
現
在
大
き
な
負

荷
が
か
か
っ
て
い
る
維
持
管
理

業
務
に
お
い
て
も
軽
減
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

３
、
今
後
の
事
業
展
開
、
抱

負
に
つ
い
て

　

下
水
道
用
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

は
、
全
国
に
約
１
６
０
０
万
基

設
置
さ
れ
、
古
く
、
が
た
つ
き

防
止
性
能
や
浮
上
防
止
機
能
の

な
い
陳
腐
化
し
た
も
の
は
３
５

０
万
基
に
の
ぼ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
全
国
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

の
改
築
数
は
年
間
約
10
万
基
に

留
ま
っ
て
お
り
、
本
研
究
成
果

を
活
用
し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の

耐
久
性
を
考
慮
し
た
上
で
、
設

置
環
境
に
応
じ
た
性
能
を
保
有

す
る
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
選
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
性
の
確

保
と
改
築
費
用
の
抑
制
を
図

り
、
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
含
む
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践

に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
抑
制
効
果
に
関
す
る
研
究

ス
ト
抑
制
効
果
に
関
す
る
研
究
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ン
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ン
ホ
ー
ル
推
進
協
会

ン
ド
マ
ン
ホ
ー
ル
推
進
協
会

２０２４年（令和６年）１０月３日付
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